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１．研究計画の概要
諸分野の研究者が共同で勧修寺に現存す

る聖教・文書(除、近世文書)の調査を進め
るとともに、勧修寺を中心に諸寺院間交流
という共通テーマを掲げて、研究を行うこ
とが目的である。研究を進める視座として
は、社会や時代との関わりを重視する歴史
学の方法を採用する。具体的な目標は次の
３点である。
(1) 勧修寺に現存する聖教および中世文

書の悉皆調査を行い、最終年度には、聖教

・文書目録を完成させる。また、全史料の

写真撮影を行い、史料の保全を図る。

(2) 勧修寺の調査成果を踏まえ、諸寺院の

間での宗教的・社会的交流をテーマに、本

研究グループに属する諸分野の研究者が議

論を重ね、新たな宗教史像の構築を目指す。

その成果は最終年度に刊行する報告書に掲

載する。

(3) リサーチ・アシスタント（ＲＡ）を

採用し、聖教・文書を専門的に扱うことが

できる若手研究者を養成する。

２．研究の進捗状況
「１．研究計画の概要」で述べた目標ご

とに進捗状況を記載する。

(1) 文書・聖教の調書はすべて取り終え、
そのデータ入力もほぼ完了しつつある。現
在、目録データベースの校正作業を進めて
おり、最終年度に聖教・文書目録を完成さ
せる予定である。写真撮影も順調に進んで
いる。
(2) 本研究目的に沿った研究会を、勧修
寺での調査ごとに実施し、本研究組織構成
員が研究発表を行い、議論を深めている。
その成果は『勧修寺論輯』３・４号として
公刊し、現在、『勧修寺論輯』５号の編集
を進めている。
(3) RA を雇用し、調査にさいしては RA
とともに、大学院生の協力も得ており、彼
らは着実に調査技術を習得している。また、
RA は本研究課題にそった研究を進めてい
る。

３．現在までの達成度
② おおむね順調に進展している。
（理由）
「２．研究の進捗状況」で述べたように
「１．研究計画の概要」で目標とした事項
は順調に進展している。

４．今後の研究の推進方策
それぞれの目標にむけての調査・研究が

順調に進んでおり、最終年度である本年度
中に、目標とした内容を報告書として刊行
できるように、まとめの作業を進めていき
たい。



５．代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者
には下線）
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